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オエ
フK

通
奈良大阪

奈良大阪

良二tl
刀丈

通
80,000円

80,000円

100,000円
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興信所

5年
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(内整理を含を負債1,W0万円以上)
乗客数(1月)

8.00~5.00
(日曜)

金

8年

不問

不問

不問

不闇

不問

1億4,000万円

9.00~5.00
(日曜・祝日)
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額

15年

摘要

月別

25億
4,500万円

9.00~5.(刃
(日曜・祝田

生駒市

奈良市

奈良市

奈良市

奈良市

配偶者
の有無

1而1旦

2

、、

9.00~5.Ⅸ)
(日曜・祝日)

、

奈良市消費者物価指数

奈良市
通

奈良大阪

奈良市
通

奈良市
通

奈良市
通

9.00~5.00
(日曜・祝田

5,000万円

第Ⅱ4号掲載分

学歴・資格

9.00~5.00)
(日曜・祝日)

11

国鉄奈良駅

大卒(農学科)
普通自動車免許

12

不問

不間

不問

不間

不問

総△

月

中卒

乗

月

12

高卒(機械科)
普通自動車免許

116.2

(国鉄奈良駅・奈良交通)(人)

客

月

工業大卒(応用化学)
科普通自動車免許

月

奈良交通名所めぐり

448,9Ⅱ

-1.6

奈良公園

12月

中卒調理師免許

116.1

乗

469,350

局卒テレックス学
院卒3級

-0.1

客

高卒訓練校卒(機械
製図)トレース 1級

奈良一法隆
寺一西ノ京

2,692

5.1

食料

局卒
経理決算まで可

5,023

職業紹介状況 a月)
(学卒パートを除く)

4.1

111.フ

住居

高卒珠算3級程度

964

項目
新

Ⅱ3.1

110.6

月間有効求人

光熱

1,696

(昭和50年=100)

規

区分

116.8

113.1

被服

児閻有効求職老数

人

足

116.8

113.8

雑費

効求人倍

き十

807

1,530
210

1,018
3,874
554

0.39

124.6

114.3

(総理府統計局)

(奈良職業安定所)

件

男

418

860
]23
540

2,090
295

無
有
無
有
有

望希

無
有
有
有
有

ミ
ニ

年
年
』
』

Ⅱ
4

発
ガ
開維

業
繊
窯

十.
ー

数
数

好
評
を
戴
い
て
い
る
井
上
氏
に
ょ

る
『
企
業
経
営
の
カ
ソ
ど
こ
ろ
』
に

続
き
次
回
よ
り
特
許
専
門
相
談
員
の

蔦
田
氏
に
ょ
る
特
許
相
談
室
を
掲
載

す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
▼
特
許
と

言
え
ぱ
、
税
務
、
経
営
と
違
い
縁
遠

い
感
じ
が
さ
れ
る
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
案
外
身
近
か
な
と

こ
ろ
で
特
許
、
意
匠
、
商
標
な
ど
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
▼
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
,
特
許
"
と
い
う
問
題
に
対

し
も
っ
と
認
識
を
深
め
て
戴
く
た
め

に
、
身
近
か
な
問
題
を
と
ら
え
問
答

形
式
で
解
り
や
す
く
解
説
す
る
こ
と

に
致
し
ま
し
た
▼
実
際
に
相
談
御
希

望
の
方
は
、
事
前
に
当
所
ま
で
連
絡

の
う
え
、
御
来
所
く
だ
さ
い
。
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一
艦
髪
艇
琵
=

当
所
が
奈
良
市
産
業
界
の
景
気
動
向
を
把
握
す
る
目
的
で
実
施
し
て
い
る
調

査
の
結
果
が
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
っ
た
。

.
調
査
は
三
二
0
社
(
-
 
0
業
界
)
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
に
ょ
り
実

施
う
ち
回
答
分
一
三
五
社
(
回
収
率
四
二
・
ニ
%
)
に
つ
い
て
と
り
ま
と
め

た
も
の
で
概
要
は
次
の
通
り

▽
調
査
期
間
昭
和
五
十
三
年
一
月
五
日
1
二
十
一
日

マ
対
象
期
間
昭
和
五
十
二
年
十
月
t
ご
一
月
期
実
績
と
昭
和
五
十
三
年
一

月
t
三
月
期
の
予
想
を
調
査

景
気
動
向
調
査
ま
と
ま
る

国
内
景
気
は
石
油
危
機
を
契
機
と
し
て
イ
ソ
フ
レ
と
資
源
制
約
に
ょ

り
高
度
成
長
は
脆
く
も
崩
壊
し
長
期
不
況
が
続
く
な
か
で
、
昨
秋
来
の

異
常
な
円
高
シ
"
ツ
ク
に
み
主
わ
れ
る
と
い
う
複
合
不
況
下
に
あ
る
。

一
方
政
府
は
昨
年
九
月
の
総
合
経
済
対
策
等
に
ょ
り
景
気
の
早
期
回

▽
生
産
売
上
高

生
産
売
上
動
向
は
、
「
増
加
」
三

一
・
一
%
、
「
横
ば
い
」
四
五
・
ニ

%
、
減
少
三
二
・
七
%
需
体
的
に

減
少
傾
向
に
あ
る
。

生
産
面
で
は
機
械
金
属
を
除
い
て

や
や
増
加
基
調
に
あ
る
も
の
の
反
面

売
上
面
で
は
大
き
く
減
少
し
て
い

る
。
中
で
も
士
産
品
小
売
の
四
0

9
々
小
売
の
二
五
・
七
%
と
減
少

し
た
と
す
る
企
業
数
の
割
合
が
目
立

つ
て
い
る
。

▽
仕
入
高
(
商
品
又
は
原
材
料
)

仕
入
状
況
は
「
増
加
」
ニ
ハ
・
一

%
、
「
横
ば
い
」
五
四
・
ハ
%
、

「
減
少
」
一
七
・
一
%
で
内
需
不
振

在
庫
過
剰
等
か
ら
停
滞
模
様
で
推
移

し
て
い
る
。

一
方
仕
入
単
価
で
は
「
値
上
り
し

し
元
と
す
る
も
の
二
0
 
・
七
%
、

「
横
ば
い
」
七
五
・
六
%
、
値
下
り

三
・
七
%
で
物
価
動
向
は
鎮
静
傾
向

に
あ
る
も
の
の
、
今
後
イ
ソ
フ
レ
の

予
断
は
許
さ
れ
な
い
と
考
え
ら
れ

る
0▽

決
済
条
件

売
掛
金
回
収
状
況
は
、
「
好
転
」

五
・
ニ
%
、
「
横
ば
い
」
八
三
・
 
0

%
、
悪
化
九
・
六
%
、
「
売
掛
金
な

し
」
二
・
ニ
%
で
総
体
的
に
「
横
ば

い
」
か
ら
「
悪
化
」
傾
向
に
あ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
業
種
別
で
は
「
卸

売
」
の
悪
化
し
た
と
す
る
企
業
数
の

割
合
二
九
・
一
%
が
目
立
っ
て
お

復
と
雇
用
安
定
を
期
待
し
た
が
民
問
設
備
投
資
及
び
個
人
消
費
は
低
迷

し
、
企
業
の
自
律
反
発
力
は
弱
く
確
実
な
景
気
回
復
軌
道
に
は
乗
ら
な
か
っ

た
。
更
に
来
年
度
予
算
(
案
)
に
て
公
共
投
資
と
住
宅
投
資
を
中
心
と
す
る
超
大

型
十
五
ケ
月
予
算
を
編
成
し
、
国
内
景
気
の
早
期
回
復
に
ょ
り
、
国
際
収
支
の

大
幅
黒
字
を
め
ぐ
る
国
際
緊
張
の
緩
和
と
長
期
不
況
の
回
復
を
期
待
し
て
い

る
。こ

の
よ
う
な
環
境
に
あ
っ
て
奈
良
経
済
界
は
政
府
の
公
共
投
資
の
波
及
効
果

希
薄
と
い
う
中
小
企
業
を
中
心
と
す
る
産
業
構
造
か
ら
構
造
不
況
業
種
と
い
わ

れ
て
V
る
繊
維
を
中
心
に
中
堅
企
業
の
倒
産
が
相
い
次
ぎ
、
企
業
業
績
が
悪
化

し
、
今
後
年
度
末
に
か
け
て
一
段
と
厳
し
く
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
た

め
県
政
は
繊
維
を
中
心
と
す
る
不
況
対
策
及
び
中
小
企
業
経
営
安
定
資
金
特
別

融
資
を
行
い
、
経
営
の
安
定
化
と
速
や
か
な
景
気
回
復
へ
の
軌
道
を
期
待
し
て

り
、
今
後
も
企
業
業
績
の
不
振
等
か

ら
厳
し
い
状
態
が
予
想
さ
れ
る
。

一
方
手
形
サ
イ
ト
で
は
「
好
転
」

一
・
五
%
、
「
横
ば
い
」
五
二
・
六

%
、
「
悪
化
」
八
・
九
%
、
「
手
形

な
し
」
三
七
・
0
%
と
利
用
度
も
比

較
的
少
な
く
ほ
ぽ
横
ば
い
で
推
移
し

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
特
に
繊

維
の
悪
化
L
た
と
す
る
企
業
数
の
割

合
二
七
・
三
%
が
目
立
っ
て
い
る
。

▽
資
金
繰
り

資
金
繰
り
の
動
向
は
「
好
転
」
一

一
・
一
%
、
「
横
ぱ
い
」
七
五
・
六

%
、
「
悪
化
」
三
一
・
三
%
で
全
業

種
で
金
融
緩
和
等
に
ょ
り
や
や
改
善

さ
れ
て
い
る
も
の
の
今
後
年
度
末
の

資
金
需
要
の
増
大
か
ら
逼
迫
度
は
増

大
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

▽
営
業
利
益

営
業
利
益
の
状
況
は
「
増
加
」
一

0
 
・
四
%
、
「
横
ば
い
」
五
二
・
六

%
、
「
減
少
」
三
七
・
0
%
で
長
期

不
況
と
円
相
場
の
急
騰
に
ょ
る
製

(
商
)
品
価
格
の
弱
含
み
か
ら
竺
て

収
益
状
況
は
悪
化
し
て
い
る
。
中
で

も
印
刷
の
八
0
・
0
%
、
士
産
品
小

売
の
五
テ
三
%
、
建
設
の
四
0

0
%
が
目
立
て
い
る
。
今
後
も
個
人

消
費
の
伸
び
悩
み
及
ぴ
奈
良
経
済
界

の
政
府
公
共
投
資
の
波
及
効
果
の
弱

さ
等
か
ら
企
業
業
績
は
一
段
と
厳
し

い
も
の
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

▽
現
況
に
つ
い
て

在
庫
状
況
に
つ
い
て
は
、
「
過
剰

二
七
・
四
%
、
「
適
正
」
六
八
・
九

%
、
「
不
足
」
三
・
七
%
で
依
然
在

庫
過
剰
は
統
い
て
い
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
中
で
も
、
機
械
金
属
の
五

0
・
0
%
、
卸
売
の
五
0
・
0
%
筆

墨
の
四
0
・
号
と
過
剰
感
を
強
く

訴
え
て
い
る
。
今
後
も
末
端
需
要
の

不
振
を
中
心
に
在
庫
過
剰
感
は
払
拭

し
え
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

人
員
に
つ
い
て
は
「
過
剰
」
六

七
%
、
「
適
正
」
七
一
・
ハ
%
、
「
不

足
」
二
一
・
五
%
と
依
然
不
足
を

訴
え
、
中
で
も
旅
館
五
0
 
・
 
9
'
、

運
輸
四
一
・
九
%
、
建
設
ニ
ハ
・
六

%
で
強
く
不
足
感
を
訴
え
、
奈
良
経

済
界
の
サ
ー
ビ
ス
・
中
小
企
業
関
連

業
種
で
人
手
不
足
を
訴
え
て
い
る
の

が
特
徴
的
で
あ
る
。

(

設
備
に
つ
い
て
は
「
過
剰
」
五

九
%
、
「
適
正
」
七
九
・
四
%
、

「
不
足
」
一
四
・
ハ
%
で
、
や
や
改

善
さ
れ
て
い
る
も
の
の
旅
館
四
0

号
、
筆
墨
三
0
・
号
で
不
足
感

を
強
く
訴
え
、
伝
統
産
業
及
び
サ

ヒ
ス
業
で
依
然
不
足
感
を
訴
え
て
い

る
0稼

動
率
(
製
造
業
)
に
つ
い
て
は

平
均
で
八
五
・
七
%
(
全
国
平
均
五

十
二
年
十
一
月
・
ハ
ハ
・
三
%
)
で

や
や
上
昇
基
調
に
あ
る
が
、
印
刷
の

七
二
・
三
%
が
目
立
っ
て
い
る
。

マ
向
こ
う
三
ケ
月
問
の
業
況
の
見
通

し業
況
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
「
好

転
」
-
 
0
・
四
%
、
「
横
ぱ
い
L
 
五

一
・
九
%
、
「
悪
化
」
三
七
・
ハ
%

か
く

(

ノ
.

凾
溝
、

式
こ

で
一
段
と
厳
し
い
見
方
を
し
て
い

る
。
業
種
的
に
も
繊
維
を
除
 
V
 
て

、、

「
悪
化
」
が
「
好
転
」
を
上
ま
わ

り
、
現
下
の
長
期
不
況
、
円
高
影
響

及
び
国
際
緊
張
の
激
化
等
の
内
外
環

境
の
厳
し
さ
か
ら
総
じ
て
弱
気
の
見

通
し
で
あ
る
。

▽
向
こ
う
三
ケ
月
問
の
設
備
投
資
計

画設
備
投
資
計
画
に
つ
い
て
は
「
計

画
あ
り
」
ご
一
・
六
%
、
「
着
工

中
」
四
・
四
%
、
「
計
画
な
し
」
と

U0

1

と
き

2

当
所
地
下
会
議
室

と
こ
ろ

三
月
二
十
七
・
一
千
八
日

午
後
一
時
半
か
ら
三
時
半

3

テ
ー
マ

(

す
る
、
の
八
三
・
号
で
依
然
設
備

投
資
意
欲
は
弱
い
も
の
と
思
わ
れ

る
。
特
に
、
筆
墨
の
三
0
 
・
号
、

繊
維
の
二
七
・
三
%
、
士
産
品
小
売

の
二
0
・
号
で
設
備
計
画
が
あ
り

合
理
化
、
近
代
化
へ
の
投
資
の
動
き

が
若
干
み
ら
れ
る
も
の
の
今
後
は
全

体
的
に
企
業
マ
イ
ソ
ド
の
萎
純
景

気
の
見
通
し
不
安
か
ら
自
律
回
復
力

と
し
て
の
要
素
は
考
え
ら
れ
な
い
と

思
わ
れ
る
。

講
師

『
企
業
経
営
に
特
許
商
標
等
を
ど
の
よ
う
に

生
か
す
か
』

受
講
料
会
員
千
円
(
一
名
)

非
会
員
三
千
円
(
ガ
)

広
く
関
係
者
各
位
の
ご
来
場
を
歓
迎
し
ま
す
。

蔦
田
内
外
国
特
許
事
務
所

弁
理
士
蔦
田
正
人
氏

含
貼

0
-

?

の
う

も
よ

の
し

な
ま

ん
、し

み
使

店
夫

支

1

4
■

、
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難
局
に
直
面
し
て
、

戰
々
は
、
こ
こ
何
年
か
、
毎
年
年

末
に
な
る
と
、
来
年
こ
そ
は
好
景
気

に
な
る
と
い
う
よ
う
な
話
を
聞
か
さ

れ
、
ま
た
そ
れ
を
期
待
し
つ
つ
年
を

越
し
て
参
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
私

は
、
今
の
不
況
は
決
し
て
景
気
の
波

の
一
局
面
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
よ

う
な
も
の
で
は
な
く
、
も
っ
と
大
き

な
歴
史
的
見
地
か
ら
判
断
す
る
べ
き

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
拙
文
を
お
読
み
い
た
だ
い
て

い
る
方
々
は
す
で
に
ご
承
知
の
こ
と

と
思
い
ま
す
が
、
一
九
二
六
年
に
二

ユ
ー
ヨ
ー
ク
の
ウ
オ
ー
ル
ス
ト
リ
ー

ト
で
起
き
た
あ
の
株
の
大
暴
落
は
、

そ
の
後
世
界
恐
慌
に
つ
な
が
り
、

各
国
は
競
っ
て
原
価
の
切
下
げ
や
関

税
障
壁
を
な
く
し
て
不
景
気
か
ら
脱

し
よ
う
と
し
、
つ
い
に
一
九
三
三
年

ア
メ
リ
カ
は
、
ニ
ユ
】
デ
ィ
ー
ル
政

策
を
ひ
っ
さ
げ
て
ル
ー
ズ
、
ペ
ル
ト
が

登
場
し
た
。

同
じ
年
、
ロ
ン
ド
ン
で
は
世
界
の

首
脳
が
集
り
貿
易
を
促
進
し
よ
う
と

か
、
関
税
を
引
下
げ
よ
う
と
か
い
う

話
合
い
を
行
い
ま
し
た
。
し
か
し
結

果
は
ど
ぅ
で
あ
っ
た
か
1
人
類
は
時

社
団
法
人
日
本
青
年
会
議
所

会
頭
麻
生
太

の
不
況
を
、
話
合
い
と
い
う
英
知
に

よ
っ
て
解
決
し
た
の
で
は
な
く
、
一

九
三
九
年
か
ら
の
第
二
次
世
界
大
戦

と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
戦
争
経
済
に
ょ

つ
て
解
決
し
た
の
が
歴
史
で
は
な
か

つ
た
で
し
ょ
う
か
0

そ
れ
か
ら
約
五
十
年
後
の
今
日
、

我
々
は
、
再
び
大
不
況
の
な
か
に
漂

つ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
一
九
七
一

年
の
ド
ル
シ
"
ツ
ク
と
い
う
名
の
ド

ル
の
実
質
切
下
げ
が
行
わ
れ
、
そ
し

て
、
そ
の
二
年
後
の
一
九
七
三
年
に

は
石
油
危
機
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

世
界
は
、
こ
れ
を
境
に
、
急
激
な

イ
ソ
フ
レ
と
不
況
に
襲
わ
れ
、
各
国

は
貿
易
収
支
の
急
変
等
、
大
き
な
状

況
を
克
服
す
る
た
め
に
開
か
れ
た
の

九
七
五
年
の
ラ
ソ
ブ
イ
エ
会
議

がで
し
た
。
そ
の
他
幾
つ
も
の
国
際

首
脳
会
議
が
行
わ
れ
立
し
た
が
、
そ

の
結
果
は
、
円
高
と
い
う
名
の
実
質

的
な
原
価
引
下
げ
の
有
様
が
現
実
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

何
と
な
く
編
年
史
的
に
経
済
変
動

を
並
べ
て
見
ま
し
た
が
、
私
は
こ
う

い
う
状
態
だ
か
ら
、
今
年
は
戦
争
が

起
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な

予
想
を
た
て
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
申
し
あ
げ
た
い
の
は
、
は
じ

め
に
書
き
ま
し
た
よ
う
に
今
日
の
不

況
は
、
景
気
浮
動
の
一
局
面
と
い
う

よ
う
な
安
易
な
と
ら
え
方
で
対
処
す

る
と
大
き
な
間
違
い
を
一
恵
起
す
る
と

私
自
身
痛
切
に
感
じ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

日
本
の
産
業
構
造
全
体
の
変
革
が

強
く
要
求
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
こ

の
激
し
い
時
代
対
応
の
時
期
に
、
我

々
は
直
面
し
て
い
る
と
い
う
厳
し
い

自
覚
こ
そ
が
肝
要
だ
と
確
信
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ま
た
私

は
、
こ
の
こ
と
は
決
し
て
我
々
青
年

経
営
者
に
と
っ
て
、
い
や
、
青
年
経

営
者
な
る
が
ゆ
え
に
、
悪
い
状
況
で

は
な
く
、
む
し
ろ
歓
迎
さ
れ
る
べ
き

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

戦
後
も
三
十
三
年
経
て
ぱ
、
産
業

異
ぞ
の
他
社
会
す
べ
て
構
造
全
体

が
硬
直
化
し
、
形
式
化
し
て
し
ま

、
、

そ
れ
は
あ
た
か
も
日
本
と
い
う

L国
が
、
我
々
青
年
の
情
勢
や
英
知
を

必
要
と
し
な
い
よ
う
に
も
思
え
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
激
動
の
時
期
と
も

な
れ
ば
、
柔
軟
さ
を
失
っ
た
多
く
の

年
老
い
た
経
営
者
は
、
自
信
を
な
く

し
活
力
を
も
な
く
し
、
そ
し
て
、
そ

の
心
理
状
態
で
、
安
易
に
官
僚
の
行

政
指
導
に
頼
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ

が
自
由
経
済
体
制
の
根
幹
と
も
い
え

る
経
営
者
一
人
一
人
の
活
力
の
衰
退

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

や
は
り
我
々
青
年
経
営
者
は
、
正

し
い
歴
史
観
の
上
に
立
っ
て
大
胆
に

未
来
を
予
想
し
、
思
い
切
っ
て
自
分

の
信
ず
る
道
を
ば
く
進
す
る
気
慨
を

持
っ
て
t
べ
て
に
臨
む
べ
き
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
安
易
に
妥
協
し
た

り
、
老
成
ぶ
っ
た
り
、
ま
た
、
現
在

の
不
況
に
つ
い
て
も
そ
れ
を
他
人
の

せ
い
に
し
た
り
し
て
、
地
道
な
企
業

努
力
を
し
な
い
態
度
が
、
国
と
し
て

の
活
力
の
低
下
と
な
り
、
そ
れ
が
更

に
不
況
を
深
め
て
行
く
こ
と
に
な
り

か
ね
な
い
と
思
い
ま
す
。

円
高
不
況
が
叫
ぱ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
取
違
え
て
い
た
だ
き
た
く
な

の
は
、
円
安
不
況
よ
り
は
余
程
良

いい
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
若
僧
が

大
分
生
意
気
な
こ
と
を
書
き
ま
し
た

青
年
会
議
所
の
会
員
一
人
一
人

゛
、
、
力が

こ
の
よ
う
な
気
慨
を
持
っ
て
企
業

経
営
に
、
ま
九
青
年
会
議
所
運
動
に

活
躍
し
よ
う
と
す
る
意
欲
を
持
っ
て

船
り
ま
す
こ
と
を
改
め
て
表
明
し
、

同
時
に
多
く
の
青
年
経
営
者
の
方
々

に
も
こ
の
よ
う
な
気
慨
を
持
っ
て
こ

の
難
し
い
時
代
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
た

た
だ
き
い
と
切
望
す
る
も
の
で
す
。

影
響
の
お
そ
れ
あ
り

中
山
町
パ
ー
ク
サ
イ
ド

セ
ン
タ
ー
進
出
問
題

長
)
で
慎
重
に
協
議
L
た
結
果
を
会

頭
に
答
申
、
そ
れ
を
受
け
て
更
に
当

所
と
し
て
慎
重
に
協
議
し
、
同
セ
ソ

タ
ー
は
,
恐
れ
あ
り
建
物
'
と
腎

こ
の
旨
を
県
知
事
、
市
長
、
届
出
者

に
二
月
十
六
日
に
通
知
し
た
。

今
後
同
セ
ソ
タ
ー
は
現
在
協
議

中
の
大
宮
ホ
ー
ム
セ
ソ
タ
ー
(
仮

称
)
、
平
城
シ
"
ツ
ピ
ソ
グ
セ
ソ
タ

(
仮
称
)
と
と
も
に
大
型
店
舗
等

出
店
対
策
協
議
会
1
豊
崎
稔
会
長
n

で
協
議
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

伽

一
月
十
九
日
付
で
、
当
所
に
届
出

の
あ
っ
た
中
山
町
。
ハ
ー
ク
サ
イ
ド
セ

ソ
タ
ー
(
仮
称
)
に
つ
い
て
、
概
要

は
会
議
所
ニ
ユ
ー
ス
第
三
三
号
で

周
知
の
通
り
で
す
が
、
奈
良
県
大
型

店
舗
等
出
店
対
策
指
導
要
網
に
も
と

づ
き
、
同
セ
ソ
タ
ー
が
周
辺
の
中
小

小
売
業
の
事
業
活
動
に
相
当
程
度
の

影
響
を
及
ほ
す
恐
れ
が
あ
る
か
、
な

い
か
の
判
断
に
つ
い
て
、
届
出
後
地

元
商
店
街
等
か
ら
意
見
を
聴
き
、
当

所
商
業
小
売
部
会
(
岡
本
栄
一
部
会

(
、
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゛
.
、
一
、

◇

◇

1

一

゛

.
■
:
:
●
、
:
:
.
●

.一

一

.

'

◇

◇

4

一

ノ
'

(

商
工
会
議
所
共
済
制
度
の
一
環
と

し
て
お
届
け
す
る
『
医
療
保
険
』
を

紹
介
し
ま
す
。
こ
の
保
険
は
ガ
ソ
を

は
じ
め
と
す
る
成
人
病
だ
け
で
な
く

あ
ら
ゆ
る
病
気
ま
た
不
慮
の
事
故
に

よ
る
入
院
も
保
障
し
ま
t
か
ら
安
心

で
す
。
お
問
い
合
せ
は
当
所
共
済
係

(
担
田
石
田
)
ま
で
。

ロ
ロ
ロ
五
つ
の
特
長
ロ
ロ
ロ

一
入
院
・
手
術
・
看
護
な
ど
幅
広
い

医
療
費
の
補
償

ガ
ソ
や
成
人
病
だ
け
で
な
く
、

あ
ら
ゆ
る
病
気
や
不
慮
の
事
故
に

よ
り
入
院
し
た
と
き
の
差
額
べ

ト
費
用
、
手
術
費
用
や
付
添
い
看

護
料
な
ど
医
療
費
の
患
者
負
担
を

補
償
し
ま
す
。

◇

量
園f

入
院
・
手
術
・
看
護
費
用

」

入
院
・
手
術
・
看
護
の
各
給
付
金

に
は
所
得
税
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

ロ
ロ
ロ
お
取
扱
い
ロ
ロ
ロ

▽
加
入
資
格

商
工
会
議
所
の
会
員
事
業
所
の
役

員
及
び
従
業
員
と
そ
の
ご
家
族
の

方
で
年
令
六
十
五
才
六
力
月
ま
で

の
方

▽
契
約
期
間

各
加
入
老
ご
と
に
効
力
発
生
日
か

ら
向
う
五
年
間

▽
掛
金
払
い
込
み
方
法

掛
金
は
月
払
い
と
し
、
当
月
分
を

前
月
の
二
十
日
頃
に
金
融
機
関
の

ご
指
定
口
座
か
ら
自
動
振
替
に
ょ

つ
て
払
い
込
む
。

二
安
い
掛
金

医
療
保
障
、
死
亡
保
障
だ
け

を
目
的
と
し
た
新
し
い
無
配

当
タ
イ
プ
の
保
険
で
す
。

期
保
険
金
、
配
当
金
が
ナ

く
、
そ
れ
だ
け
掛
金
は
安
く

な
っ
て
お
り
ま
す
。

三
加
入
は
簡
単

医
師
に
ょ
る
診
査
は
な
く
、

告
知
だ
け
で
加
一
入
で
き
ま

す
。

四
法
人
掛
金
は
全
額
損
金
処
理

法
人
が
支
出
し
た
掛
金
は
す

べ
て
福
利
厚
生
費
と
し
て
損

金
に
計
上
で
き
ま
す
。

五
給
付
金
の
非
課
税

菓
冷

品
菓

食
冷

鴇
如

叉
榔

5
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身近かなダイレクトリーとして毎年発刊して参りま
した商工名鑑を今回より3年に1度、市内全事業所を
一挙掲載し、内容を充実して発刊することに致しまし
九0

つきましては、下記により掲載広告を募集しており
ます。希望老は当所商工名鑑係までお問合せください。
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駒訊に'め■鵬LT^
以と入暁し之亡゛

智腫給付金

不慮の雫堕によ町3日以
上入駅Lきとき

1駅中、介■の.興早状
唯ガ峻鱗」て^'』上と
4町剛霪の冒加事が智風
レ里とき

手術給付金

10
1日につ倭
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生命保陵金

?゜

所運の斈瞬是曼け奥とき

Iec-)色

1日に?き

5,000

100伽 15.000

IeCう邑 1日こ'コき

駒気で死で員風の亡き

3゜

ネ血Φ事融で,M日以内
に冥て員噴のとき

1日にコき
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巧円野帥
15,.5

第Ⅱ4号(第三種郵便物認可)

40

10,0叩

,白にコ健

10,0伽円

早■,0に二き
門屑 写
50 -15

15.0伽
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器
仙

国
税
に
不
服
の
あ
る
時
は

税
務
署
な
ど
か
ら
更
正
・
決
定
や
差
押
え
な
ど
の
処
分
を
受
け
て
、
そ
の
処

分
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
不
服
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
不

服
申
立
て
に
は
、
直
接
処
分
を
受
け
九
税
務
署
に
す
る
「
異
議
申
立
て
」

と
、
異
議
申
立
て
の
決
定
に
、
な
お
不
服
が
あ
る
と
き
に
国
税
不
服
審
判
所
に

す
る
「
審
査
請
求
」
の
二
つ
が
あ
り
立
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
不
服
申
立
て
の
手
続
や
、
納
税
者
の
不
服
を
審
査
す
る

国
税
不
服
審
判
所
の
あ
ら
ま
し
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

税
務
署
に
申
告
し
た
所
得
や
税
額
合
な
ど
で
、
そ
の
処
分
に
納
得
で
き

税
務
署
で
調
査
し
た
額
と
異
な
な
い
と
き
は
、
そ
の
処
分
の
通
知
を

、
、
、
、
力る

と
き
、
税
務
署
で
は
、
そ
の
申
告
受
け
た
日
か
ら
二
か
月
以
内
に
、
税

額
を
「
更
正
」
し
ま
す
。
ま
た
、
申
務
署
長
に
対
し
て
「
異
議
申
立
て
」

告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が
申
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
に

告
を
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
税
務
署
よ
り
税
務
署
で
は
、
そ
の
行
っ
た
処

で
は
調
査
し
た
結
果
に
基
づ
い
て
所
分
が
正
し
か
っ
た
か
ど
ぅ
か
、
あ
ら

た
め
て
見
直
し
て
決
定
を
し
ま
す
。

得
や
税
額
を
「
決
定
」
し
ま
す
。

こ
れ
で
、
今
ま
で
に
か
な
り
の
方

し
か
し
、
税
務
署
か
ら
の
更
正
、

決
定
の
通
知
や
差
押
え
な
ど
の
処
分
の
不
服
が
解
法
さ
れ
て
い
ま
す
。

に
つ
ぃ
て
、
「
そ
の
理
由
が
よ
く
分
▼
な
お
不
服
の
と
き
は
審
査
請

か
ら
な
い
」
と
か
「
処
分
に
納
得
が

求

い
か
な
い
」
な
ど
不
服
が
あ
る
と
き

異
議
申
立
て
に
対
す
る
税
務
署
の

は
、
税
務
署
長
や
国
税
不
服
審
判
所
決
定
に
、
な
お
不
服
が
あ
る
と
き
は
、

長
に
対
し
て
救
済
を
求
め
る
こ
と
が
国
税
不
服
審
判
所
長
に
対
し
て
審
査

で
き
ま
す
。

の
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
ま
ず
税
務
署
へ
異
議
申
立
て
審
査
請
求
の
期
限
は
、
異
議
申
立

税
務
署
か
ら
更
正
や
決
定
を
受
け
て
に
対
す
る
決
定
を
受
け
た
と
き
か

た
り
、
財
産
の
差
押
え
を
受
け
た
場
ら
一
か
月
以
内
で
す
。

ま
ず
税
務
署
へ

1

し
か
し
、
青
色
申
告
を
し
て
い
る

方
は
、
異
議
申
立
て
を
し
な
い
で
、

直
接
国
税
不
服
審
判
所
長
に
対
し

て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。▼

国
税
不
服
審
判
所
と
は

国
税
不
服
審
判
所
は
、
昭
和
四
十

五
年
に
新
設
さ
れ
た
機
関
で
、
専
門

的
な
知
識
と
豊
富
な
経
験
を
持
っ
た

審
判
官
が
、
税
務
署
か
ら
独
立
し
た

て
、
国
税
不
服
審
判
所
長
が
最
終
的

な
裁
泱
を
し
、
納
税
者
に
通
知
し
ま

す
。国

税
不
服
審
判
所
長
の
裁
決
に
対

し
て
、
な
お
不
服
の
あ
る
と
き
や
、

審
査
請
求
を
出
し
て
か
ら
三
か
月
以

内
に
裁
決
が
な
い
と
き
は
、
裁
判
所

に
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。▼

費
用
か
か
ら
ず
手
続
は
簡
単

異
議
申
立
て
や
審
査
請
求
に
は
、

裁
判
所
の
よ
う
な
難
し
い
手
続
は
い

り
ま
せ
ん
し
、
弁
護
士
を
依
頼
す
る

必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
費

用
も
か
か
り
ま
せ
ん
。

税
金
相
談
室

夫
婦
間
で
の
居
宅
の
贈
与

F
網

比
8

白
2

又
0

福
5

前
)
大
釣
医
(

立
2

県
4

冒
唇
'
,
■
■
■
冒
■
■
■
冒
冒
■
.
■
;
■
■
,
●
●
●
●
,
■
●
●
●
●
●
●
■
■
■
■
●
●
■
■

公
平
な
立
場
で
審
査
L
、
納
税
者
の

不
服
を
解
決
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

審
判
所
で
は
、
納
税
者
か
ら
審
査

請
求
が
出
さ
れ
ま
す
と
、
三
人
以
上

の
審
判
官
に
ょ
っ
て
、
納
税
者
と
税

務
署
の
ど
ち
ら
の
主
張
が
正
し
し
か

を
慎
重
に
審
理
し
、
合
議
を
重
ね
て

議
決
し
ま
す
。
こ
の
議
決
に
基
つ
い

【
問
】
結
婚
三
十
年
に
な
り
ま
す
が

現
在
の
住
宅
を
妻
名
義
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

配
偶
者
控
除
は
い
く
ら
ま
で
器

ら
れ
ま
t
か
。

【
答
】
贈
与
税
の
基
礎
控
除
額
は
年

六
0
万
円
で
す
が
、
結
婚
後
二
十
年

以
上
で
あ
る
妻
に
対
し
て
居
住
用
不

動
産
を
贈
与
す
る
場
合
は
、
贈
与
す

る
財
産
の
価
額
か
ら
六
0
万
円
の
基

礎
控
除
額
の
ほ
か
に
一
、
 
0
0
0
万

円
の
配
偶
者
控
除
額
が
差
引
か
れ
ま

町
7

1
教
兵
L

木
ル
匪

木
原
E

八
橿
T

W
畷
畷
圏
圏

ね
原

う
橿

ぐ

南
W
 
町
W

駅
3

4

良
2
 
本
2

奈
 
1
 
-

す
。あ

な
た
の
場
合
は
、
婚
姻
期
間
が

二
十
年
以
上
で
t
か
ら
、
手
統
を
す

れ
ば
一
、
 
0
六
0
万
円
立
で
は
贈
与

税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
こ
の
配
偶
者
控
除
は
、
一

生
に
一
回
限
り
で
す
。

ま
九
、
居
住
用
の
不
動
産
取
得
の

た
め
の
金
銭
の
贈
与
も
、
伺
様
に
配

偶
者
控
除
、
稔
め
ら
れ
ま
す
。
詳
し

い
こ
と
は
税
務
署
へ
お
尋
ね
く
だ
さ

.

.

経
営
者
・
幹
部
社
員
の
た
め
ゐ

6

賠

7

商
工
会
議
所
共
済
制
度

、
0

L

会
員
事
業
所
の
従

業
員
を
対
象
に
し
た

共
済
制
度
に
加
え
、

経
営
者
・
幹
部
社
員

の
た
め
の
新
ら
し
い

『
共
済
制
度
』
を
紹

介
し
ま
す
。

(

▽
制
度
の
特
色

H
幅
広
い
高
額
の
保
障

奈
良
商
工
会
議
所
の
会
員
事
業

所
の
役
旦
幹
部
社
員
の
方
々
に

ご
加
入
い
た
だ
く
も
の
で
、
^
付

額
も
二
千
万
円
か
ら
一
億
三
千
万

円
の
高
額
保
障
で
す
。

そ
の
う
え
、
特
約
(
災
害
死
亡
割

増
支
払
特
約
、
入
院
手
術
保
障
特

約
)
が
付
加
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

幅
広
い
保
障
を
お
約
束
し
ま
す
。

⇔
安
い
掛
金

死
亡
保
障
専
門
の
ま
っ
た
く
新

し
い
無
配
当
タ
イ
プ
の
保
険
で
す

の
で
、
満
期
保
険
金
・
配
当
金
が

な
く
、
そ
れ
だ
け
掛
金
は
安
く
な

り
し
か
も
多
数
の
人
々
が
ま
と
ま

つ
て
加
入
さ
れ
ま
す
の
で
、
規
模

の
利
益
が
得
ら
れ
ま
す
。

国
法
人
掛
金
は
全
額
損
金
処
理

法
人
が
支
出
す
る
こ
の
制
度
の

掛
金
は
、
す
、
べ
て
福
利
厚
生
費
と

:
偶
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■
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し
て
損
金
に
計
上
で
き
ま
す
。

四
制
度
の
内
容

◎
病
気
に
ょ
る
死
亡
・
廃
疾
一
千

万
円
t
一
億
円

◎
不
慮
の
事
故
に
ょ
る
死
亡
・
廃

疾
二
千
万
円
t
一
億
三
千
万
円

◎
不
慮
の
事
故
に
ょ
る
五
日
以
上

の
入
院
一
日
に
付
五
千
円
t
-

万
円
最
高
三
0
万
門

◎
病
気
に
ょ
る
二
十
日
以
上
の
入

院
一
日
に
つ
き
五
千
円
t
一
万

円
最
高
二
弓
万
円

◎
不
慮
の
事
故
又
は
病
気
に
ょ
る

所
定
の
手
術
を
受
け
た
と
き
一

回
に
つ
き
七
万
五
千
円
1
五
十

万
円
最
高
七
百
万
円

▽
制
度
の
お
取
扱
い

月
契
約
の
期
間

契
約
の
期
間
は
、
各
加
入
者
ご

と
に
効
力
発
生
日
か
ら
向
う
十
年

で
す
。
但
L
、
六
十
才
六
力
月
を

こ
え
、
七
十
才
六
力
月
ま
で
の
契

約
期
間
は
五
年
。

⇔
加
入
賓
格

会
員
事
業
場
の
役
員
・
幹
部
社

員
の
方
で
七
十
才
六
力
月
ま
で
の

方
。
そ
の
他
、
掛
金
等
当
制
度
に

つ
い
て
の
お
問
合
せ
は
当
所
共
済

係
(
⑳
六
三
三
)
ま
で

第H4号(第三種郵便物認可)

金融機関に関する苦情受付
毎月第1金曜日午後 1時~3時

大蔵省では、金融機関に対していきすぎた歩

積・両建預金の解消やその他業務全般につして

指導を行なっております。

奈良財務部において、随時金融機関に関する

苦情を受けつけておりますが、奈良商工会議所

に船いても毎月第1金曜日午後1時から3

時まで係員を派遣して苦情受付を行な0ており

ますので御利用下さV。

当所

奈良会議所ニュース昭和脇年3月10B (毎月1回10口発行)

2 階

.

..

第Ⅱ4号(第三種郵便物認可)

'(

奈良会議所ニュース 昭和53年3月10日(毎月1回10日発行)

■●●■■■■●●■●●●冒●.冒■■■■■■■■..,闇闇■..閉卿闇闇冒■...,.■.,■■冒■■.■●●●●●■●●●●●●●.

(、

確定申告は

3月巧日まで

白衣・事務服・作業服
〔奈良県庁・奈良市役所指定業者〕

餐奈良ユニフォーム

当所 2 階で相談受付中
●■冨昌●●皿■●昆■■■■■●●哩●●●●●●●●●■●●●●■●巨●'●●昌●●●●●■■■■●■●巨■●●●●●圏■■■.冒.■

奈良市尼ケ辻町70-1
T霞L 奈良(0742)33-0255(代表)

冨士屋学園
グルーフ゜

近畿教育テスト協会
奈良県孝曳育テスト協会
^ 良経王里ゼ71て ..、

マーキュリー洋裁学院

本部士屋
奈良市杉ケ西町33国鉄
TE L .0742 (23) 2
本部第二教室

条奈 市 τ=
E L .0742 (23)T 2

お子様の進学から・洋裁・簿記・会計まで

び教室
市畝傍町県立橿原公苑内
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昭
和
五
十
三
年
度

・
・
・
・
・
中
小
<
止
業
関
係
予
算
案
・

昨
年
末
に
昭
和
五
十
三
年
度
予
算

案
か
ま
と
ま
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
中

小
企
業
関
係
予
算
に
つ
い
て
み
る

、L

と
、
最
近
の
厳
し
い
経
済
環
境
下
に

お
け
る
中
小
企
業
の
経
営
安
定
策
の

推
進
を
は
じ
め
と
し
て
小
規
模
対
策

組
織
化
対
策
・
高
度
化
対
策
の
推

進
、
ま
た
指
導
事
業
・
技
術
開
発
等

の
充
実
、
下
請
中
小
企
業
の
振
興
・

中
小
小
売
商
業
対
策
等
各
般
に
わ
た

つ
て
充
実
が
図
ら
れ
て
お
り
、
ニ
、

0
五
七
億
円
(
五
十
二
年
度
ズ
七

二
九
億
円
に
対
し
て
一
九
・
 
0
%

増
)
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

財
政
投
融
資

財
政
投
融
資
に
つ
い
て
は
、
政
府

系
中
小
企
業
金
融
機
関
の
貸
付
規
模

を
四
兆
二
、
 
0
二
五
億
円
(
五
十
二

年
度
三
兆
六
、
 
0
七
八
億
円
に
対
し

一
六
・
五
%
増
)
に
拡
大
す
る
と
と

も
に
、
こ
の
た
め
の
原
資
と
し
て
財

政
投
融
資
二
兆
一
、
二
七
八
億
円

(
一
兆
八
、
四
七
六
億
円
に
対
し
一

五
・
ニ
%
増
)
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。倒

産
防
止
対
策

新
し
い
制
度
を
中
心
に
主
な
項
目

に
つ
い
て
み
る
と
、
手
、
倒
産
防

売
売

金

止
対
策
と
し
て
中
小
企
業
倒
産
防
止

共
済
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
と
し
、

こ
れ
に
必
要
な
出
資
金
三
0
億
円
と

事
務
費
補
助
金
三
億
四
七
0
0

万
円
を
計
上
し
て
い
る
。
こ
の
制
度

は
、
一
定
の
掛
金
を
納
付
し
た
中
小

企
業
者
が
、
取
引
先
の
倒
産
に
ょ
っ

て
売
掛
金
債
権
等
の
回
収
に
支
障
を

生
じ
た
場
貪
積
立
額
の
-
0
倍
の

範
囲
内
で
無
利
子
・
無
担
保
・
無
保

証
人
の
迅
速
な
貸
付
け
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
伴
っ
て
小
規

模
企
業
共
済
事
業
団
を
改
組
し
て
、

中
小
企
業
共
済
事
業
団
と
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

産
地
産
業
・
組
合
共
同
事
業
等
対

小
企
業
安
定
資
金
助
成
制
度
を
創
設

す
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
に
必
要
な
資

金
五
0
億
円
が
中
小
企
業
信
用
保
険

公
庫
に
出
資
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る小

規
模
事
業
対
策

小
規
模
事
業
対
策
の
う
ち
経
営
改

善
普
及
事
業
に
つ
い
て
は
、
経
営
指

導
員
・
補
助
員
・
、
記
帳
専
任
職
員
の

増
員
等
に
ょ
る
指
導
体
制
の
充
実
を

図
る
ほ
か
商
工
会
等
の
青
年
部
・
婦

人
部
活
動
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た

め
若
手
後
継
者
等
育
成
事
業
を
創
設

す
る
。
(
一
右
手
後
継
者
育
成
事
業
費

(
一
億
九
、
七
0
0
万
円
)
)
、
ま
た

(
経
)
資
金
融
資
制
度
に
つ
い
て
峡

貸
付
規
模
の
拡
大
(
四
七
0
0
億

円
←
五
-
0
0
億
円
)
と
併
行
し

て
、
貸
付
限
度
及
び
貸
付
期
間
に
つ

い
て
改
善
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

る
。組

織
化
対
策

組
織
化
対
策
と
し
て
は
中
央
会
の

指
導
員
の
増
員
等
の
ほ
か
、
新
た
に

活
路
開
拓
調
査
指
導
事
業
を
設
け
る

こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
中
小

企
業
が
事
業
転
換
・
新
商
品
新
技
術

の
開
拓
等
に
対
応
し
て
調
査
・
研
究

ヒ
ジ
"
ソ
の
作
成
等
を
行
う
場

貪
こ
れ
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て

定
額
を
補
助
す
る
も
の
で
、
三
億

五
、
五
0
0
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。高

度
化
対
策

中
小
企
業
構
造
の
高
度
化
の
推
進
に

関
し
て
は
、
新
た
に
産
地
振
興
対
策

事
業
を
創
設
し
、
高
度
化
資
金
を
融

資
す
る
道
を
開
く
こ
と
と
す
る
ほ

か
、
設
備
共
同
廃
棄
事
業
の
円
滑
化

を
図
る
た
め
都
道
府
県
の
負
担
割
合

の
軽
減
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

指
導
事
業

指
導
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
た
に

業
界
を
一
体
と
し
て
診
断
の
対
象
と

す
る
構
造
改
善
診
断
を
創
設
す
る
と

と
も
に
、
商
店
街
診
断
特
定
産
地

策
産
地
産
業
対
策
・
組
合
共
同
事
業

対
策
・
大
型
店
進
出
対
策
な
ど
地
域

一

の
実
情
に
即
し
た
配
慮
が
要
請
さ
れ

る
分
野
に
お
け
る
中
小
企
業
の
資
金

需
要
に
応
ず
る
た
め
、
国
と
都
道
府

県
が
拠
出
し
た
資
金
を
民
問
金
融
機

関
に
預
託
し
、
民
間
金
融
機
関
の
資

金
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
に
ょ

り
、
預
託
額
の
数
倍
を
長
期
か
つ
低

利
で
中
小
企
業
者
に
貸
し
付
け
る
中

卸

C

(

巡
回
指
導
等
の
拡
充
を
図
る
た
め
四
事
業
団
が
公
設
試
験
研
究
機
関
の
成
が
相
互
の
連
携
プ
レ
ー
に
ょ
り
広
域

億
气
八
0
0
万
円
を
計
上
し
て
い
果
を
企
業
化
開
発
し
、
中
小
企
業
へ
取
引
あ
っ
せ
ん
事
業
を
行
う
体
制
を

る
。
な
邪
、
中
小
企
業
振
興
事
業
団
の
普
及
を
促
進
す
る
た
め
の
新
技
術
確
立
す
る
と
と
も
に
下
請
取
引
の
適

の
研
修
コ
ー
ス
の
拡
充
、
関
西
地
区
実
証
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
と
し
、
正
化
の
た
め
の
調
査
・
検
査
を
強
化

へ
の
研
修
施
設
の
建
設
を
行
う
こ
と
所
要
資
金
五
、
五
0
0
万
円
を
計
上
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

中
小
小
売
商
業
対
策

に
し
て
い
る
。

し
て
い
る
。

技
術
開
発

下
請
中
小
企
業
対
策

中
小
小
売
商
業
対
策
に
つ
い
て

技
術
開
発
に
関
し
て
は
、
新
技
術
下
請
中
小
企
業
対
策
と
し
て
は
大
型
は
、
商
店
街
近
代
化
の
一
層
の
推
進

の
有
効
性
を
実
証
す
る
た
め
、
振
興
倒
産
に
際
し
、
下
請
企
業
振
興
協
会
を
図
る
た
め
、
新
た
に
具
体
的
な
商

.
島
■
■
●
■
,
冨
島
●
旦
旦
曳
旦
,
島
旦
,
豊
亘
■
旦
島
旦
島
旦
,
●
'
,
●
●
,
,
冨
旦
旦
血
血
■
旦
■
■
●
■
■
.
■
.
■
■
■
,
.
■
■
.
■
,
■
旦
■
●
,
,
,
■
■
■
,
巨
●
旦
旦
旦
●
●
高
旦
●
皐
●
●
●
皇
巨
旦
旦
巨
邑
置
■
匡
.
■
.
●
:
■
.
■
■
,
,
旦
■

^
^
^
内
の
^
^
^
^
一
^
^
、
^
^
一
^
^
^
じ
^
^
^
^
^
^
^
^
U
^
四
^

ー
ゞ

レ
でわ

制

議
員
異
動

人
事
異
動
に
と
も
な
う
当
所

議
員
異
動
が
次
の
と
お
り
行
わ

れ
た

◎
鞠
太
陽
神
戸
銀
行

西
大
寺
支
店
長

新
竹
下
雄
三
氏

旧
広
田
悦
次
氏

(
二
月
一
日
付
)

瓢

(

一
"

一

、

◎
奈
良
三
菱
自
動
車
販
売鵠

社
長

新
吉
田
寿
一
氏

旧
小
松
正
幸
氏

(
二
月
一
日
付
)

◎
腸
近
鉄
百
貨
店
奈
良
店
長

新
細
川
寿
太
郎
氏

旧
高
田
幸
男
氏

(
二
月
二
十
一
日
付
)

气
勺
、

゛
、
コ
ノ
^
よ
、
毛
 
1
 
υ
ー
サ
、
'
卓
゛
剛
羊
゛

、

1
欝
井
十
^
、
三
ミ
ゞ
弓
謬
●
鞍
゛

円

一
釜
'
^
'
,
急
ξ
契
,
t
轡
、
二
三
璽
^
^
・
、
、

一
一
§
^
風
遍
^
む
姦
一
二

^
"
業
゛
,
゛
一
ゞ
f
盲
゛
'
^
、
^
^
〆
^
J
^
、
^
怠
^
、
^
'
M
七
^
、
゛
^
一
^

一
、
、
、
し
、
ミ
'
、
,
貞
'
、
,
、
 
J
 
弓
、
^
~
^

一
^
^
留
^
海
^
.

、
工
聾
凡
亀
一
、
 
X
 
鯵
゛
'
 
O
 
J
 
,

円
日

89

゛

県
金

店
街
に
つ
い
て
の
ソ
フ
ト
面
に
着
目

し
た
研
究
、
計
画
策
定
等
を
図
る
た

め
、
商
店
街
近
代
化
特
別
推
進
費
と

し
て
五
、
-
0
0
万
円
を
計
上
し
て

い
る
ほ
か
、
連
鎖
化
事
業
対
策
の
強

化
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

良

品
業

奈
最

料
造

地
域
別

食
製

製
及
備

属
業
整

金
造
車

製
動

.械
等
自

機
品
び
業

}工手材転製運

産

出
同業

が
短
て
与
間

金
が
っ
賞
時

賃
間
よ
(
⇔

低
時
に
最
働
間
賃
金

の
労
時
る
賃れる

給
定
が

間
所
分

わ
れ

時
り
部
払
わ

0
よ
大
支
払

業

クツチスラ。フ

、

最

計設谷
Y
桝

イ

業
業

賃

第Ⅱ4号(第三種郵便物認可)

最低賃金件名

低賃

区分 最低賃金額

奈良会議所ニュース昭和53年3月100 (毎月1回10三発行)

版・印刷

関連産業

別

額時間給

軽作業

2,205

木材・木製品・
家具・装備品
製 業ユ旦

2,516

2,305

効力発生日

276 52.10.28

315

289

2,450

製品製造

52.10.21

その他

2,522

繊維産業

307 52.10.21

4,085

2,550

窯業・士石

製品製造業

316 52.12.22

ご注意

軽作業

511

319

2,517

d、

1.最低賃金は日額及び時問給で定められています
適用される労働老は、その事業場の一般労働老
いもの(例えばパートタイマー)又は、賃金
定められている、のです。

2.最低賃金には、次の賃金は算入されません。
q)精・皆勤手当、通勤手当・家族手当同臨時1こ
期末手当など)い)1か月をこえる期間毎に支
外、休日、深夜労働に対する割増賃金

52.12.22

2,400

2,250

315 52.12.22

300

282

2,650

第Ⅱ4号(第三種郵便物認可)

脇.2.17

2,467

332 53.2.17

株式会社

本社及び
奈良事務所
京都事務所
大阪事務所

309

総合企画・設計・監理

代表取締役
桝谷博行

奈良市大宮町 1 丁目 6 番21号 TEL 奈良(0742) 3 4-14 6 1eや
京都市中京区御池通御幸町亀屋町京都府旅館会館皿京都(075)221-1632 代
大阪市淀川区宮原2丁目13-12 桝谷ビル皿大阪(06)391-5071 代

53.2.17

轟

゛^.、゛

奈良会議所ニュース 昭和53年3月10日(毎月1回10日発行)
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一
局
校
生
等
を
ア
ル
バ
イ
ト
こι

雇
用
す
る
方
へ

高
校
生
の
ア
ル
バ
イ
ト
(
十
五
才

以
上
十
八
才
未
満
の
年
少
者
)
を
使

用
す
る
と
き
は
、
次
の
こ
と
に
留
意

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
業
務
禁
止
事
項

酒
席
に
関
す
業
務
・
危
険
な
機
械

や
装
置
を
扱
う
業
務
・
重
量
物
を

取
り
扱
う
業
務
・
有
害
な
物
質
引

火
性
の
物
質
を
取
り
扱
う
業
務
等

マ
労
働
時
間
は
原
則
と
し
て
一
日
八

時
間
を
こ
え
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

▽
時
間
外
労
働
・
休
日
労
働
及
び
深

夜
業
(
午
後
十
時
か
ら
午
前
五
時 労

働
省
婦
人
少
年
局

ま
で
)
を
さ
せ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。

マ
労
働
時
間
が
六
時
間
を
こ
え
る
と

き
は
、
途
中
に
四
五
分
以
上
の
休

憩
時
間
を
与
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

マ
休
日
は
少
な
く
と
も
毎
週
一
回
与

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
他
ア
ル
バ
イ
ト
生
徒
の
使
用

に
あ
た
っ
て
は
、
働
き
よ
い
環
境
づ

く
り
に
気
を
つ
け
、
家
庭
学
焚
公

共
職
業
安
定
所
と
も
密
接
な
連
絡
を

と
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

販
売
士
が
サ
ー
ピ
ス
し
ま
す

標
示
登
録
制
度
実
施
中

ヲ
ー

昭
和
四
十
八
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
販
売
士
制
度
も
今
年
で
六
年

目
0

こ
の
間
、
全
国
で
約
八
万
名
も
の

販
売
士
が
誕
生
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
で
活
躍
中
で
す
。

こ
の
度
日
本
販
売
士
協
会
で
は

販
売
士
制
度
を
嘉
識
す
る
と
と
も

に
、
消
費
者
に
対
し
て
、
販
売
士

と
い
う
小
売
販
売
の
専
門
家
の
い
る

店
で
あ
る
と
の
イ
メ
ー
、
ジ
ア
ッ
。
フ
を

は
か
る
目
的
で
「
販
売
士
の
し
る

1
ー
ー
ー

初
日
燦

木
枯
の

末
黒
野

人
逝
き

寒
風
や 竹

句
会

管
長
揮

吹
く
空

の
石
V

て
残
る

酒
樽
あ

'
憂
遍
一

b

店
」
標
示
登
録
制
度
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

同
制
度
は
、
単
に
「
販
売
士
の
い

る
店
」
の
標
識
〔
右
)
を
貸
与
す
る

だ
け
で
な
く
、
販
売
士
制
度
P
R
用

の
資
料
(
ス
テ
ッ
カ
ー
パ
ソ
フ
レ
ッ

ト
な
ど
)
を
適
時
登
録
店
に
提
供

し
、
消
費
者
向
け
P
R
を
強
化
し
よ

う
と
の
ね
ら
い
も
あ
り
ま
す
0

同
制
度
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
せ

は
当
所
検
定
係
(
T
E
L
⑳
六
ニ
ニ

二
代
)
ま
で
。

〆

万戸務
叉

山
中
三
木
選

璋
正

t

し
て

跡れ
け
る

外
り

目

田
田

お
知
ら
せ

奈
良
税
務
署

紛
局
1
三
0
-
番
に
変
更

奈
良
税
務
署
の
電
話
番
号
が
鈴
局

三
0
-
番
に
変
更
な
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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マ
代
表
者
変
更

朗
中
京
相
互
銀
行
奈
良
支
店

新
中
岡
于
孫
氏

旧
白
井
弘
氏

朗
太
陽
神
戸
銀
行
西
大
寺
支
店

新
竹
下
雄
三
氏

旧
広
田
悦
次
氏

日
本
通
運
鵠
奈
良
支
店

新
豆
多
敏
治
氏

旧
鷲
根
利
治
氏

奈
良
県
洋
服
商
工
業
協
同
組
合

新
本
原
新
三
郎
氏

旧
稲
田
茂
文
氏

▽
住
所
変
更

日
本
信
販
朗
奈
良
営
業
所

新
奈
良
市
林
小
路
町
八
1
-

(
日
生
ビ
ル
三
F
)

セ
ン
コ
ー
例
奈
良
支
店

0
、
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、
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ノ

三
ハ
ハ

▽
鵠
大
倉
尚
文
堂
・
大
倉
朗
・
大
宮

町
六
1
三
二
九
1
-
・
書
籍
タ
バ
コ

販
・
図
五
五
五
五

マ
鵠
魚
一
・
語
喜
代
治
・
椿
井
町

十
・
魚
介
類
販
・
⑳
一
三
ニ
ハ

▽
毎
日
新
聞
学
園
大
和
町
販
売
所
・

木
村
利
晴
・
学
園
大
和
町
-
ー
-
ー
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毛
卑
宝
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喫
リ
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j
,
ゞ

場
所
月
ケ
瀬
C
 
・
 
C

会
員
の
方
は
ど
し
ど
し
参
加
下

さ
い
。
同
好
会
会
員
一
名
に
付
き

千
円
。

J

゛

町
一
一
・
名
産
販
・
⑳
五
八
九
一

マ
松
田
商
事
・
松
田
弘
・
菅
原
町
六

三
1
三
・
古
物
商
・
@
五
七
六
七

マ
や
ま
と
商
事
・
神
例
貞
雄
・
南
新

町
四
条
町
三
五
1
五
・
古
物
商
レ

ツ
カ
ー
業
・
@
一
五
五
七

マ
津
田
豆
腐
店
・
津
田
喜
幸
・
西
木

辻
綿
町
二
四
八
・
豆
腐
製
販
・
⑳
二

喬

"
]
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、
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▽
宮
本
酒
店
・
{
呂
本
進
・
三
網
田
町

五
三
-
ー
ニ
・
酒
類
販
・
⑳
三
五
八

六▽
奈
良
第
一
乳
業
囿
・
中
野
新
一

今
小
路
町
三
七
・
牛
乳
乳
製
品
販
・

⑳
八
七
0
五

▽
読
売
新
聞
奈
良
南
直
配
所
・
本
田

恵
・
杉
ケ
西
町
三
八
・
新
聞
販
・
⑳

五
四
六
七

▽
田
中
貿
易
商
ム
=
・
田
中
和
雄
・
中

登
美
ケ
丘
一
丁
目
D
三
五
1
四
0
二

・
輸
出
入
業
・
⑮
一
九
三
九

▽
吉
本
造
園
・
吉
本
富
朗
・
窪
之
庄

町
三
三
一
・
造
園
士
木
・
@
二
六
0

▽
奈
良
サ
ウ
ン
ド
・
西
熊
忠
久
・
杉

ケ
西
町
三
幸
ビ
ル
・
電
気
器
具
販
・

⑳
二
二
△

マ
服
部
商
事
・
服
部
鶴
子
・
西
御
門

(
、

一
・
新
聞
販
・
@
三
六
六

マ
平
井
設
備
・
平
井
茂
美
・
横
領
町

四
三
・
配
管
設
備
工
事
・
⑳
三
九
二

九▽
と
よ
さ
き
印
刷
・
豊
崎
信
朗
・
今

在
家
町
三
・
オ
プ
セ
ッ
ト
印
刷
・

⑳
八
七
八
七

▽
志
賀
建
築
・
志
賀
六
夫
・
尼
ケ
辻

町
四
丁
旦
 
9
 
-
・
建
築
業
・
⑲
三

九
二
六

マ
若
草
電
気
商
会
・
荒
井
孝
雄
・
出

屋
敷
六
-
ー
-
・
電
気
工
事
・
@
ニ

六
七
七

▽
奈
良
青
木
自
動
車
・
主
月
木
茂
・
南

京
終
町
-
ー
-
五
六
ー
ハ
・
自
動
車

整
備
・
@
五
一
六
九

▽
囿
折
冑
一
・
宮
内
早
紀
子
・
杉
ケ
町

三
八
・
折
込
広
告
・
⑳
六
四
五
八

▽
ナ
ラ
ニ
ッ
ト
秋
田
・
秋
田
三
郎
・

川
上
西
町
・
縫
製
業
・
⑳
八
二
九
六

▽
マ
ー
ト
ツ
ル
マ
イ
河
崎
商
店
・
河

崎
敏
信
・
学
園
朝
日
町
三
1
四
・
食

料
品
販
・
⑮
0
七
六
一

マ
西
郵
便
局
食
堂
・
北
山
義
彦
・
学

園
北
二
1
三
1
-
一
・
飲
食
・
@
九
九

二
七

マ
荘
司
商
店
・
荘
司
勉
・
学
園
朝
日

町
四
1
十
・
豆
腐
製
販
@
三
0
七

▽
吉
田
酒
食
品
店
・
吉
田
渡
・
杉
ケ

町
三
六
1
五
・
酒
類
販
・
⑳
九
四
三

九▽
ジ
ー
ン
ズ
シ
ョ
ッ
プ
ミ
キ
・
三
木

徳
三
・
三
碓
町
三
二
七
・
、
ジ
ー
ソ
ズ

販
・
⑯
四
三
四
五
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特許・実用新案・意匠・商標
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事・午
蔦弁理士

弁理士 蔦
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(堺筋本町北へ2 m東側ハラダビル8F)

06) 227-郭35~5557話大阪
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たて27CmXよこ20cm、厚さ0.50n
壁掛・卓上兼用
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西大寺店
郡山店
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奈良市二条町1丁目1-9
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ご婚礼家具
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書斎家具
敷物
お台所用家具
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座敷机
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